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1．授業実践の背景
　本授業実践で取り扱うのは、第二次世界大戦である。
第一次世界大戦の反省から、アメリカ大統領ウィルソン
の十四か条の平和原則に基づき、民族自決の考え方によ
るヨーロッパ諸国の独立やアジアの民族運動の展開、国
際平和機関である国際連盟の設立を経て、国際協調の時
代と言われた 1920 年代。しかし、世界経済を先導する
アメリカ初の世界恐慌の影響で各国が対策を取る中で、
自民族や自国中心主義的な考え方が広がり、日本・ドイ
ツ・イタリアの枢軸国はブロック経済圏の確立に向けた
植民地獲得に乗り出し、国際連盟の脱退を経て国際的に
孤立し、戦争へと向かっていくことになる。日本は日中
戦争や太平洋戦争を勃発させ、大東亜共栄圏の確立を目
指して東アジアや東南アジア諸国への侵略を正当化し、
戦線を拡大していった。その後、アメリカとのミッド
ウェー海戦の敗戦により戦線は縮小し、本土決戦、そし
て広島・長崎への原子爆弾の投下を経て、終戦に至る。
　戦後 78 年となる今年 5 月には、G7 広島サミットが
開催され、核保有国を含む各国のリーダーが広島平和記
念資料館を訪問し、唯一の被爆国である日本は国際社会
に平和へのメッセージを発信した。また、2022 年に勃
発したロシアによるウクライナ侵攻は継続中であり、戦
争と平和は現代社会を生きる私たちにとって、これから
の日本を創る中学生にとって身近で重要な課題である。
このことから、本授業実践では、生徒が第二次世界大戦
の学習を通して、戦争と平和についての考えを深める
きっかけとすることを企図し、学習課題「二度と戦争を
起こさないために、これからの日本に必要な考え方や役
割は何か」を設定し、その解決に向けた活動に取り組む

ようにデザインを行った。

2．授業実践の実際
（学習課題「二度と戦争を起こさないために、これから
の日本に必要な考え方や役割は何か」）
 

2-1． 広島への原子爆弾の投下から、「戦争」について考
える （第 1時・第 2時）

　授業の冒頭、教師から「最近の新聞に『今年は～から
78 年』という記事があった。知っているかな」という
話をすると、ある生徒から「沖縄戦」という発言があっ
た。教師から「1945 年 8 月 6 日、広島に史上初めて原
子爆弾が投下された」と話し、原子爆弾投下が検討され
たポツダム会談や広島平和記念資料館内の原子爆弾投下
の再現 CG 映像、熱風や放射線などの原子爆弾の被害に
ついて Google スライドで説明をした。途中、悲惨な状
況からか目を背ける生徒もいたが、真剣な目でスライド
を見て、説明を聞いている様子だった。以前、第一次世
界大戦について学習した際にロシアによるウクライナ侵
攻の映像を見ているので、原子爆弾投下から 78 年が経
とうとする今も、戦争が起きている現実と結び付けて考
えているようだった。
　教師から広島への原子爆弾投下の状況を説明した後、
戦争について考えたことをワークシートに記入し、生活
班、学級全体で共有した。生徒からは「戦争や核兵器の
使用によって多くの犠牲が出た」、「核兵器を使用せざる
を得なかった第二次世界大戦の状況の悲惨さ」、「戦争
に依らない問題解決の方法を考えるべき」などの考え
が出された。その上で、広島平和記念資料館を訪問し
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本実践では、78年前の日本への原子爆弾投下やロシアによるウクライナ侵攻の現実から、学習課題「二
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る自分自身の考えを第二次世界大戦の学習を通して追究した記録をもとに考察していく。
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た ALT のネイト先生に広島への原子爆弾の投下がどう
映ったのか写真を交えながら話してもらった。ネイト先
生の話は「原子爆弾の投下によって長期的な影響が出た
ことが分かった」、「原子爆弾の投下の犠牲になった人々、
生存者の苦しみなどを如実に理解することができた」、

「二度と原子爆弾の投下を引き起こしてはならない」と
いう趣旨だった。

写真2　広島平和記念資料館について話す、ネイト先生

I could realize the serious long-term effects of an 
atomic bomb. The museum has personal items left 
by the victims, and the photos really show the horror 
of the event. 
This museum is very disturbing, but it serves as a 
powerful reminder that we must never let something 
like this happen again.

　生徒はネイト先生の話を真剣な表情で聞いているよう
だった。多くの生徒は広島平和記念資料館を訪問したこ
とはないようだったが、改めて、戦争や原子爆弾投下の
悲惨さについて考えているようだった。
　ネイト先生に続いて、教師から「広島に原子爆弾が投
下されて 78 年が経過したが、世界には９つの核保有国
がある。また、5 月の G7 サミットでは、イギリス、フ
ランス、アメリカの核保有国のリーダーが広島平和記念

資料館を訪問した。日本は唯一の被爆国であり、「核の
ない世界」を国際社会に訴えているが、同盟国アメリカ
の『核の傘』によって守られているという側面もある」
という話をした。

図1　各国の核弾頭数と米中ロの軍拡の動き
出典：中日新聞（2022）

　そして、教師から生徒に「二度と戦争を引き起こさな
いために、日本に必要な考え方や役割は何だろうか」と
発問し、自分の考えをワークシートに記入し、生活班、
学級全体で共有した。

戦争、原子爆弾の悲惨
さを発信する
核兵器の廃止

写真3　 二度と戦争を引き起こさないために、日本に必要
な考え方や役割についての話し合い

写真4　学級全体で共有した日本に必要な考え方や役割

　生徒からは二度と戦争を引き起こさないために、日本
に必要な考え方や役割として、「戦争や核兵器の悲惨さ、
平和を（国際社会に）訴える」、「各国の中立な立場をと
る」、「戦争に依らない対話による問題解決」が挙げられ
た。前時、戦争について考えたことを、再度、提言して
いる内容だった。そこで教師から「これから第二次世界
大戦を学ぶにあたり、どのようなことが分かれば、二度
と戦争を起こさないために、日本に必要な考え方や役割
を実現することにつながるのだろうか」と発問し、生活
班で第二次世界大戦を学ぶ中で検証する問いについて考
え、学級全体で共有した。
　生徒からは「戦争の悲惨さを訴えるためには、なぜ戦
争が始まったのか、当時の各国の関係など戦争に至った

写真1　広島への原子爆弾の投下についての説明
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経緯は何だったのか、どれくらいの犠牲を伴ったのかを
知る必要がある」、「核兵器の廃止を訴えるためには、核
兵器の開発の背景や使用に至った経緯、その被害につい
て知る必要がある」などの考えが出された。

写真5　第二次世界大戦を学ぶ中で検証したい問いを発表

2-2．二度と戦争を引き起こさないために、日本に必要
な考え方や役割の実現に向けて、第二次世界大戦を検証
する（第 3時～第 5時）
　前時、生徒が考えた二度と戦争を引き起こさないため
に、日本に必要な考え方や役割を実現するために第二次
世界大戦で検証する問いを集約して提示した。そして、
教師から「これらについて、第二次世界大戦を学ぶ中で
問いを検証し、二度と戦争を起こさないために、日本に
必要な考え方や役割を具体化していこう」と呼びかけ、
まずは日中戦争に至った経緯と戦争勃発後の経過につい
て、生活班で資料をもとに調査することにした。

図2　第二次世界大戦で検証する問い

写真6　日中戦争の経緯や戦争勃発後の経過の説明

　日中戦争についての調査の中である生徒は、「日中戦
争では、満州を直接支配下に置くために、軍閥の張作霖
の爆殺や柳条湖事件から満州事変という軍事行動に出
た。このような一方的な行動が国際社会から批判され、
国際連盟の脱退につながった」と考察していた。自国の
利権を優先し、他国の権益を侵害する行動は国際社会か
ら非難され、その結果、その国の国際的な孤立を招き、
戦争へと向かわせることにつながることを示唆している
ように感じた。
　前時に生徒から出された学習課題「二度と戦争を起こ
さないために、これからの日本に必要な考え方や役割と
は何か」についての①「戦争の悲惨さを訴える」、②「平
和を訴える」、③「核兵器の廃止を訴える」、④「中立の
立場」、⑤「対話による問題解決」の考え方の中から、
自分が最も大切だと考えるものを 1 つ選択した。その上
で、その考え方を実現するために、第二次世界大戦につ
いてどのようなことを知る必要性があるかを考え、各自
が第二次世界大戦で追究する問いを設定した。
　その後、上記の①～⑤の考え方の中で、自分と同じ考
え方を持つ人同士でグループを組み、第二次世界大戦勃
発に至った経緯やその経過について資料をもとに調べ、
問いを検証することにした。

写真7　第二次世界大戦で検証する問いの説明

　「核兵器の悲惨さを訴える」グループでは、「アメリカ
が日本に原子爆弾を投下した理由」について調べていく
中で、「ドイツのアインシュタインが原子爆弾の技術を
開発したにもかかわらず、アメリカに技術提供せざるを
得なかった」ことに注目し、「当時のドイツにはアメリ
カの B29 のような巨大爆撃機が存在せず、理論的に無
理だと考えられており、また、当時の戦況からドイツの
原子爆弾開発は無理だと想定されていた」ことを突き止
めた。このように、学習課題に対して最も大切であると
した考えを実現するために、第二次世界大戦で追究した
問いを根拠にポスターにまとめた。
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図3　 学習課題に対して、第二次世界大戦で追究した問い
をまとめたポスター

2-3．二度と戦争を引き起こさないために、日本に必要
な考えについて、グループで考察し発表する（第 6時・
第 7時）
　学習課題をさまざまな視点で捉えたり、考えを深めた
りするために、グループで作成したポスターを使ってポ
スターセッションを行うことにした。ポスターセッショ
ンに向けて、教師がグループに作成したポスターを縮小
コピーしたものとポスターサイズのものを配付し、発表
の流れを確認したり、グループをさらに 2 つに分け、一
方の小グループに対して発表練習を行ったりした。

写真8　ポスター発表のリハーサル

　ポスター発表は、発表練習同様、各グループを 2 つの
小グループに分けて、1 小グループあたり質疑応答を含

めて 1 タームを 6 分間とし、タームごとに発表者と聴
き手を入れ替えながら、計 4 タームで行った。発表者は
作成したポスターを拡大印刷したものを見せながら説明
を行い、聴き手はワークシートにメモを取ったり、発表
内容に対して質問をしたりして、さまざまな視点から第
二次世界大戦の教訓をこれからの日本にどのように活か
すのかを考えていた。
　「中立の立場」からポスター発表を行ったある生徒は、
第二次世界大戦における戦勝国（連合国）、敗戦国（枢
軸国）、そして中立国の国民全体に占める犠牲者の割合
を算出し、戦勝国や敗戦国よりも中立国の方が犠牲者の
割合が高いことを明らかにしていた。これに対して聴き
手の生徒は「ポーランドやソ連の犠牲者の割合が他国よ
りも多いのはなぜか」と質問していた。これに対して発
表者の生徒は「ドイツがポーランドに侵攻したことから
第二次世界大戦が始まっており、枢軸国と連合国の両勢
力の板挟みとなって多くの犠牲者を出した中立国があっ
た」と説明していた。

写真9　第二次世界大戦のポスター発表

　ポスター発表後、今回の学習の振り返りとして、
Google フォームに学習課題「二度と戦争を起こさない
ために、これからの日本に必要な考え方や役割は何か」
について、自分の考えを入力した。学習課題を設定した
当初、「対話による問題解決」が最も大切だと考えてい
たある生徒は、ポスターセッションを終えて、その考え
を「戦争の悲惨さを訴える」に変更していた。その理由
としては、「最も現実的な手段で、国民一人ひとりが取
り組むことができるから」というもので、「戦後処理を
少しでも有利に進めたいという思惑からポツダム宣言を
すぐに受諾しなかったことにより、多くの国民の命が失
われた」と述べていた。
　生徒は今回の学習を通して、国民一人ひとりが第二次
世界大戦のもたらした影響について理解し、二度とこの
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ような戦争を引き起こさないための行動を起こしていく
ことが、これからの日本に必要であることを実感してい
るようだった。教師から「第二次世界大戦を学習し、一
人ひとりの学習課題に対する考えを、これから訪れる
78 回目の 8 月 6 日、9 日、15 日にさらに深めていって
ほしい」と話した。
　授業後、生徒の学習課題に対する考えを深めたり、他
学年が戦争と平和について考えるきっかけとなったりす
ることを意図し、作成したポスターを廊下に掲示し、本
実践を終えた。

写真10　 ポスターを掲示し、第二次世界大戦の学習過程や
考察を広げる

3．現代社会を捉える視点としての歴史授業の在り方（授
業実践を振り返って）
　ロシアによるウクライナ侵攻の背景には、両国が中世
のキエフ・ルーシを母体として民族や宗教を同一にし
ていたこと、そしてその同一意識が招くウクライナの
NATO 加盟や EU との連携に対するロシアの抵抗感など
があった。1 年半以上続く（原稿執筆当時）この戦争の
影響は、物価上昇や日本へのウクライナ避難民の存在な
ど、私たちの生活にも影響を与え、これからの日本がど
のような考え方や役割を果たすのかということは、自分
たちの将来にもかかわっている「現実」である。また、
5 月に行われた G7 広島サミットで核兵器保有国 3 か国
を含む各国首脳が被爆地広島の平和祈念資料館を訪れた

ことは、唯一の被爆国である日本の考え方や役割につい
て国際社会に大きなメッセージを与えた出来事だったの
ではないだろうか。
　今回、現代社会を捉える視点としての歴史授業の在り
方と題して授業実践に取り組んだが、上述のような私た
ちを取り巻く「現実」の背景には歴史が存在しており、
現代社会の諸課題を解決する糸口としても歴史から学ぶ
ことが重要であると考える。本授業実践の中で生徒は、
学習課題「二度と戦争を起こさないために、これからの
日本に必要な考え方や役割は何か」に対する自分の考え
を明らかにし、その考えを実現するために第二次世界大
戦について知る必要があることを追究した。また、学習
課題に対する考えを異にする生徒同士のポスターセッ
ションを通して、自分の考えを深めることができた。生
徒が生きる現実、そしてこれからの将来を捉える視点と
してこそ、歴史を学ぶ価値があると考える。これからも、
このような視点で学習課題、単元デザインを考え、実践
を積み重ねていきたい。
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